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月桂冠� 大倉記念館
（京都府京都市伏見区南浜町２４７）
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第48回全日本包装技術研究大会 企業見学会（大会3日目）

バイエル薬品� 滋賀工場
（滋賀県甲賀市甲賀町鳥居野中山谷１２１－１）

１ 参加申込方法
�本紙参加申込書に必要事項をご記入の上、ファクシミリ（０３‐
３５４３‐８９７０）にてお申込下さい。
�請求書を発行いたしますので参加費は、指定の口座にお振込
み下さい。

２ 参加証
�参加申込書が事務局に到着後、申込者各位宛に「参加証・請
求書」を送付します。
（参加証が未着でも参加できますが、当日受付にて参加証を
入手して下さい。その際、名刺を２枚持参下さい）

�出席の受付とテキストの交付は、本大会受付にて開催期間中
行いますので、参加証を当日必ず持参下さい。

３ 申込期限
平成２２年１２月３日（金）

４ 参加費の納入方法
�大会参加費は銀行振込にて１２月６日（月）までに必ず指定口
座へご納入下さい。

５ お振込先
�三菱東京UFJ銀行 堀留支店 当座預金 No．３６５８１８

口座名：（社）日本包装技術協会本部事務局

�三菱東京UFJ銀行 銀座支店 当座預金 No．１６３４

口座名：（社）日本包装技術協会

○印は発表者

申 込 要 領

特別講演講師紹介

前回（第47回）全日本包装技術研究大会 優秀発表者一覧

【テーマ】
日本人のこころはどこに行くのか？

【講 師】
宗教学者 山折 哲雄 氏

１９３１年生まれ、岩手県出身。東北大学インド哲学科卒業。同
大学院文学研究科博士課程修了。東北大学助教授、国立歴史
民俗博物館教授、白鳳女子短期大学学長、京都造形芸術大学
大学院長、国際日本文化研究センター所長などを経て現在は
宗教学者として幅広く活動中。著書に『日本宗教文化の構造
と祖型』『宗教とは何か』『神と仏』『臨死の思想』『日本人の霊魂
観』『日本人の宗教感覚』『鎮守の森は泣いている』など多数。

※発表当時の所属・役職です
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主 催：社団法人 日本包装技術協会〈関西支部・関東支部・中部支部・西日本支部・東北支部・北海道支部・本部〉
後 援：経済産業省・農林水産省・国土交通省・防衛省・特許庁・消費者庁・日本商工会議所・公益財団法人 日本生産性本部

日本MH協会・日本包装専士会・日本包装管理士会
期 日：平成22年12月7日（火）～12月8日（水）・2日間

【第1日目】10：30～16：40 【第2日目】9：30～16：25
会 場：『国立京都国際会館』・京都市左京区宝ヶ池 TEL 075－705－1100
発表件数：特別講演1件／部会発表77件
部 会：輸送包装部会・食品包装部会・医薬品包装部会・化粧品包装部会・生活者包装部会・包装資材部会・電気機器包装部会

地球規模の環境問題や急速に進展する高齢化社会への対応
等、社会的に多様化時代に入り、包装界もこのニーズに対応す
べく、新しい技術の開発や研究に力を注ぐ一方、更なる合理化
や改善に対する努力も重要な課題となっています。
そこで当協会では関係各位のご高配を得て、第４８回全日本包
装技術研究大会をJPI、各支部協力のもとに本年は京都市にて
開催致すことになりました。
包装に関する工夫の実例や、研究開発の成果を広く発表する

と共に、同業・異種業界の関係者との相互の交流を深めること
を目的とし、包装をめぐる諸問題を多面的かつ、きめ細かにと
らえ研鑽する機会として開催されます。
会員各位をはじめ関係者多数ご参加下さいますようご案内申
しあげます。

社団法人 日本包装技術協会
会 長 足 立 直 樹

参 加 費：（テキスト、消費税代含む）

お申し込み先

会場周辺に飲食施設がない為、昼食弁当の予約を本大会参加申込書内にて承ります。
ただし事前予約が必要な為、弁当のお申込みは１１月２９日（月）までとさせて頂きます。
※１食あたり １，７８５円（税込）
※参加証の送付時に請求書と食券を同封致します。尚、お申込み後のお取消はでき
ません。
※事前予約の為当日のお申し込みは出来ません。予めご了承下さい。

ご 案 内

開 催 要 領

日 時：平成22年12月7日（火）～12月8日（水）・2日間
第1日目 10：30～16：40 第2日目 9：30～16：25

場 所：『国立京都国際会館』・京都市左京区宝ヶ池
主 催：社団法人 日本包装技術協会

関西支部・関東支部・中部支部・西日本支部・東北支部・北海道支部・本部
後 援：経済産業省・農林水産省・国土交通省・防衛省・特許庁・消費者庁

日本商工会議所・公益財団法人 日本生産性本部・他関連団体

会期中の昼食（弁当）について

（社）日本包装技術協会 全日本包装技術研究大会係（担当：小橋）（本部経理：加納）

〒１０４‐００４５東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル TEL（03）3543－1189 FAX（03）3543－8970

１．個人情報は「（社）日本包装技術協会 第４８回
全日本包装技術研究大会」の事業実施に関
わる資料等の作成、ならびに当会が主催・
実施する各事業におけるサービス提供や事
業のご案内等のために利用させて頂きま
す。なお、作成資料は開催当日、関係者に
限り配布する場合があります。

２．参加申込によりご提供頂いた個人情報は、
法令に基づく場合などを除き、個人情報を
第三者に開示、提供することはありませ
ん。

個人情報の取扱いについて

会場までのアクセス

紅葉の最後を飾る１２月の京都では例年、宿泊施設の予約が困難となります。JPIでは本大会の開催にあたり、

会場の国立京都国際会館に隣接する「グランドプリンスホテル京都」の本大会「参加者限定プラン」をご用意

致しました。客室に限りがございますのでお早めにご予定下さい。

※ご予約は、下記代表番号へお電話して頂き「宿泊予約係」までお問い合せ下さい。
その際に「第４８回全日本包装技術研究大会」の参加者であることを必ずお伝え下さい。
※満室の場合や宿泊状況によっては、ご予約をお断りさせて頂く場合がございます。
※当プランの対象宿泊日は、平成２２年１２月６日（月）・７日（火）の２日間に限ります。

円形のフォルムが印象的なグランドプリンスホテル京都は、

日本の建築界に貴重な業績を残した村野藤吾の設計。周辺の

景観になじむような意匠的配慮がなされている。国立京都国

際会館に隣接していることから、多数の海外ゲストやVIPを

もてなしてきた。洛北の緑に包まれ、四季を通じて自然を身

近に感じられ、ゆったりとした客室からは、間近に迫る比叡

山を堪能できる。JR京都駅八条口にある、プリンスホテル

ウェルカムカウンターも好評。荷物を預けてそのまま観光に

でかけられる。

＊ウエルカムカウンターをご利用の場合は９：００～１４：００まで

に荷物を預けて下さい。

会員
26,250円／1名
19,950円／1名 法人会員１社３名以上同一

申込書にて申込の場合

一般 49,350円／1名

料金

利用区分
通常価格 特別価格

１泊朝食付 １室１名利用 18,000円（税サ込） 14,000円（税サ込）

１泊朝食付 １室２名利用 10,000円（税サ込） 8,500円（税サ込）

●鉄道をご利用の場合

●飛行機をご利用の場合

発表日：平成２１年１１月１９日（木）～２０日（金） 福岡国際会議場
表彰式：平成２２年１２月７日（火） 国立京都国際会館

食品包装部会（４件）
新形態板ガム「Fit's」の包装設計
○株式会社 ロッテ 中央研究所 包装研究室 主査（包装管理士） 小垣美津子 氏

グリップ性、意匠性を付加した金属製キャップの開発
○日本クラウンコルク株式会社 開発本部 素材開発部 素材開発室 中川 征 氏

AMP(Active Microwave Package)技術について
○東罐興業株式会社 製品開発戦略部
紙容器開発グループリーダー 部長（包装専士） 長瀬 勇二 氏

バリア性を有したワイン用PET容器の開発
○キリンビール株式会社 技術開発部 パッケージング研究所 清水 真里 氏

包装資材部会（３件）

新規バリア材ポリグリコール酸フィルムの香気バリア性に関する研究
○株式会社 クレハ 加工商品研究所 分析評価試験室 増田 健一 氏
株式会社 クレハ 加工商品研究所 食品科学研究室長 田中 幹雄 氏

ボイル・レトルト用ハイバリアナイロンフィルムの開発
○ユニチカ株式会社 フィルムカスタマー・ソリューション部（包装管理士） 岡部 貴史 氏
ユニチカ株式会社 フィルムカスタマー・ソリューション部 グループ長 西村 弘 氏
ユニチカ株式会社 フィルム品質保証部 桑田 秀樹 氏
ユニチカ株式会社 フィルムカスタマー・ソリューション部 大葛 貴良 氏

持続性のある帯電防止性能を付与した発泡ポリプロピレンの開発
株式会社 JSP 高機能材カンパニー 開発部 部長 佐々木秀浩 氏
株式会社 JSP 高機能材カンパニー 機能材部 部長 倉持 博行 氏
株式会社 JSP 高機能材カンパニー 福岡営業所 花嶋 慎一 氏
株式会社 JSP 四日市研究所 ビーズ第二グループ 及川 政春 氏

生活者包装部会（１件）
ユニバーサルデザインの新詰替え容器の開発
○花王株式会社 包装容器開発研究所 研究員 相良 幸一 氏
株式会社 吉野工業所

輸送包装部会（６件）
国際航空貨物における留意点 －文化財の輸送環境調査より－
○東京国立博物館 学芸研究部 保存修復課 和田 浩 氏
東京国立博物館 学芸研究部 保存修復課 課長 神庭 信幸 氏
エクサーチLLC合同会社 代表 �木 雅広 氏
エクサーチLLC合同会社 今北 憲 氏

カラープリンタの更なる包装改善
～薄肉／軽量パルプモウルドを用いた重量物包装～
○京セラミタ株式会社 技術本部 MD２２課（包装管理士）中村 敏之 氏

小型精密機器の環境対応型コンパクト・パッケージ
○日立電子サービス株式会社 技術開発本部 MVA ２G（包装専士）高橋 二朗 氏

光ディスクドライブ(ODD)の包装・物流合理化取り組み
○パナソニック システムネットワークス株式会社 品質保証センター
品質企画チーム（包装管理士） 内田 裕治 氏

輸出用イスの４０脚包装の開発プロセス
○中津川包装工業株式会社 営業 営業一課 宮田 泰暢 氏

振動による段ボール擦れについて
○レンゴー株式会社 パッケージ開発センター 主任（包装管理士） 川上 仁 氏

東山 哲 氏
島 弘義 氏
古田 拓 氏

化粧品包装部会（２件）
フックレス イージーオープン コンパクトの開発
○花王株式会社 包装容器開発研究所 竹内 順子 氏
花王株式会社 岡 政弘 氏

キャップ付きフェイスブラシの新機構開発
○株式会社 コーセー 商品デザイン部 小林美保子 氏
株式会社 コーセー 商品デザイン部 末武 照彦 氏
谷川工業株式会社 専務取締役 谷川 光明 氏

医薬品包装部会（１件）
分包包装用ポリセロフィルムへのレーザーマーカーによる印字検討
○科研製薬株式会社 生産技術研究所 主任（包装管理士） 坂口 亮平 氏

開 催 要 領
開催日時 平成２２年１２月９日（木） ８：４０～１６：３０頃 （バスの移動と昼食休憩時間を含む）

集 合
８時４０分「JR京都駅 八条東口」 祭時計広場前
＊貸切りバス（日本交通）をご用意いたしておりますので、集合後、配車場所まで誘導させて頂きます
＊帰りは１６時３０分前後に京都駅周辺にて解散を致します

参加資格 第４８回全日本包装技術研究大会 参加者

参 加 費 １名につき 会員：５，２５０円 ／ 一般：１０，５００円（消費税込）＊昼食代は含まれません

定 員 ４０名（予定） ＊定員になり次第締切りとさせて頂きます

月桂冠� 大倉記念館

月桂冠の創業は寛永１４（１６３７）年。徳川三代将軍家光の治世。初代大倉

治右衛門が山城の国笠置莊（現・京都府相楽郡笠置町）より伏見に出

て酒屋を開業。爾来、３７３年に亘り清酒醸造に一意専心。当館は１９８２

年に酒蔵を改装して開館。１９８７年、創業３５０年を期して一般公開。京

都市有形民俗文化財に指定されている昔日の酒造道具６，１２０点の内、

４００点余りを展示。月桂冠並びに伏見酒の歴史が一覧できる。館内に

は酒唄が流れ、見学後には３種類のきき酒もお楽しみ頂ける。

バイエル薬品� 滋賀工場

バイエル薬品滋賀工場は、日本におけるバイエルの医薬品製造拠点で
ある。１９７９年に操業を開始し、ドイツ・バイエル社から輸入した錠剤
を日本市場のため包装・出荷する工場としてスタートした。１９９５年に
は錠剤工場棟が完成し、原料の調製から最終製品の包装までを行う一
貫生産体制が整った。滋賀工場で生産している製品は、医療用医薬品
を中心に２０数品目。これらの製品は全て、医薬品製造工場の製造・品
質管理基準であるGMP基準はもちろんのこと、さらに厳しいバイエ
ル独自の基準に基づき製造されている。また、製造工程や物流システ
ム、環境保全設備に至るまで最新技術を導入。高品質の医薬品を供給
し続け、安全・環境にも配慮した工場である。

当日のスケジュール
①８：４０～８：５０ JR京都駅「八条東口 祭時計広場」に集合後、貸し切りバスへ移動 ―

②９：００～９：２０ バスにて月桂冠㈱大倉記念館へ移動 （２０分）

③９：３０～１１：００ 月桂冠㈱ 大倉記念館 見学 （１時間３０分）

④１１：１５～１３：１５ バスにてバイエル薬品㈱滋賀工場へ移動、途中大津SAにて各自昼食休憩（１H) （２時間００分）

⑤１３：３０～１５：００ バイエル薬品㈱ 滋賀工場 見学 （１時間３０分）

⑥１５：１５～１６：３０ バスにて京都駅周辺に移動・着後解散 ＊道路状況により若干前後する可能性がございます （１時間１５分）

お申込方法とお知らせ

◆お申込はFAX（０３－３５４３－８９７０）にて先着順とさせて頂きます。
◆後日参加証並びに請求書を送付致しますので、請求書に記載のあ
る指定口座に参加費をご納入下さい。（１２月６日まで）
なお、振込手数料は貴殿にてご負担願います。
◆欠席の場合は必ず事務局にご連絡下さい。
◆お申込みが定員に達した場合は、一社における参加人数を制限さ
せて頂く場合があります。

個人情報の取り扱いについて

１．個人情報は『社団法人 日本包装技術協会 全日本包装技術研
究大会』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主
催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内等の
ために利用させて頂きます。なお、作成資料は開催当日、関係
者に限り、配布する場合があります。

２．参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合な
どを除き、個人情報を第三者に開示致しません。

第48回全日本包装技術研究大会 企業見学会 参加申込書
見学会に参加を希望される場合は、下記申込書にご記入の上、本紙をFAXして下さい(FAX番号 ０３－３５４３－８９７０）

会 社 名

必ず○を付けて下さい

聴講者 ・ 発表者
表彰者 ・ コーディネーター

法人会員 ・ 個人会員
一 般

所 在 地

T E L F A X

参 加 者
（氏 名） （所属役職）

（e-mail）

第48回 京都大会 会期中のご宿泊について

グランドプリンスホテル京都

配

グランドプリンスホテル京都【宿泊予約】 TEL．075‐712‐1111（代表）

東京・中部方面より 東海道新幹線
JR京都駅 地下鉄烏丸線

京都駅より２０分・
四条駅より１６分

� � �

�
国立京都国際会館

九州・中国方面より 山陽新幹線� （ ） �
�大阪・神戸方面より 阪急京都線 四条烏丸駅� �

�
京阪本線 京阪三条駅 地下鉄東西線・烏丸線

（２０分）
� �

関西国際空港 JR特急「はるか」（７５分）

JR京都駅
地下鉄烏丸線
（２０分）

� �
国立京都国際会館

�
リムジンバス（９５分）【日 時】 平成22年12月7日（火） 11：00～12：00

【会 場】 国立京都国際会館 Dホール 第48回全日本包装技術研究大会 式典会場

� �
JAPAN PACKAGING INSTITUTE

大阪空港 リムジンバス（５５分）� �
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日
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火
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10 : 00～ 受 付 開 始

Room D（1F）

10 : 30～10 : 35 開 会 挨 拶 社団法人 日本包装技術協会 関西支部長 大坪 清

10 : 35～10 : 55 前回優秀発表者表彰式

11 : 00～12 : 00 特 別 講 演 『日本人のこころはどこに行くのか？』 宗教学者 山折 哲雄 氏

12 : 00～13 : 00 昼 食 休 憩 【昼食会場：さくら（１F）】 ※事前予約の方のみ

研究発表部会名 食品包装部会 Room B‐1（2F） 生活者包装部会 Room B‐2（2F） 輸送包装部会 Room C‐1（1F） 電気機器・輸送包装部会 Room C‐2（1F） 包装資材部会 Room D（1F）
コーディネーター

発表時間帯

阿曽 政志 氏 �ロッテ 中央研究所 主査（包装管理士）

桑垣 伝美 氏 キッコーマン食品� 商品開発本部 兼 キッコーマンビジネスサービス� 購買部（包装管理士）

住瀬 雅広 氏 �コーセー 商品デザイン部 グループマネージャー（兼）設計課 課長

内山 尚哉 氏 �協進印刷 取締役 営業部長（包装専士）

高橋 二朗 氏 日立電子サービス� 技術開発本部 マルチベンダ・アライアンス部 第１グループ（包装専士）

吉田 豊 氏 日本大昭和板紙� 技術本部 カスタマーサービス部 技術調査役（包装専士）

石川 元信 氏 �デンソーロジテム 包装管理部 室長（包装管理士）

井上 伸也 氏 日本包装管理士会 会長（包装管理士）

小塚 恒夫 氏 ㈱チューゲン 専務取締役（包装管理士）

谷内 秀夫 氏 アイセロ化学� 技術開発本部 本部長（包装管理士）

1 13 : 15～13 : 45
大型PETボトル軽量化の取り組み
キリンビール㈱ 技術開発部 パッケージング技術開発センター（包装管理士） ○中村 浩二 氏
キリンビバレッジ㈱ 技術部 主任 佐藤 訓一 氏

柔軟剤 香りとデオドラントのソフラン アロマリッチの開発
ライオン� 研究開発本部 包装技術研究所 研究員 ○吉田 航 氏

確率密度分布を考慮した非ガウス型ランダム振動生成に関する取り組み
大阪府立産業技術総合研究所 情報電子部 信頼性・生活科学系 研究員 ○細山 亮 氏
大阪府立産業技術総合研究所 主任研究員 中嶋 隆勝 氏

ミネラルウォーター２�PETボトル入外装段ボール箱の包装改善
レンゴー� 仙台工場 営業課（包装管理士） ○権田 和広 氏

ECO Stitcher（エコステッチャー）で縫った段ボールケース
�タワダ 専務取締役 ○多和田 博 氏

2 13 : 50～14 : 20
国内初パームヤシカサパルプを使用したギフト箱の開発 ～産業廃棄物の有効活用～
味の素� 食品研究所 商品開発センター 包装設計グループ（包装管理士） ○小倉 佑介 氏
�クラウンパッケージ 八木野 徹 氏
�クラウンパッケージ 梶原 ミナ 氏
�クラウンパッケージ 石井 淳 氏

置き型消臭芳香剤容器の開発
花王� 包装容器開発研究所 ○高野 将行 氏
花王� 大海 毅 氏
花王� 赤坂 神 氏
花王� 藤井麻衣子 氏

電気サーボモータ式包装貨物評価試験システムの概要
国際計測器� 第２事業本部 ○深田 修 氏

新提案－スライディングトレイ方式包装材の開発
京セラミタ� 技術本部 MD２２課（包装管理士） ○中村 敏之 氏

再生可能な植物由来材料の活用拡大取組みとカーボンニュートラルトレーの見通し
堀内技術士事務所 マネジメント・開発 代表 ○堀内 康夫 氏
�ビラーゴ 代表取締役 大河 正幸 氏
ユーエスエンジニアリング� 営業 吉永 直樹 氏
SKP� 生産技術 飯塚 雅弘 氏

3 14 : 25～14 : 55
飛翔性昆虫の捕獲数と気流・光の関係
イカリ消毒� 西日本分析センター ○黒川 哲哉 氏
イカリ消毒㈱ LC環境検査センター 所長 田近 五郎 氏
イカリ消毒㈱ 西日本分析センター 係長 三浦 大樹 氏

脈動防止機能付き「WELボトル＋小分けノズル」
東罐興業� 技術開発本部 製品開発戦略部 部長（包装専士） ○磯部 武志 氏
東罐興業� 技術開発本部 製品開発戦略部 武井 弘彰 氏
東罐興業� 技術開発本部 製品開発戦略部 高瀬 智 氏

段ボールの箱圧縮強度に及ぼすシート厚み損失の影響
レンゴー� パッケージ開発センター 課長代理（包装管理士） ○�島 弘義 氏
レンゴー� パッケージ開発センター 担当課長 山原 栄司 氏
レンゴー� パッケージ開発センター 部長 古田 拓 氏

「精密機械輸送用折り畳み式循環箱」の開発
山九� LS企画部 事業企画グループ ○安川 聡 氏
山九� 技術・開発部 担当部長 江口 正修 氏
山九� エコ・ビジネス推進部 グループマネージャー 飯田 隆 氏
山九� LS営業部 グループマネージャー 宇喜多秀範 氏

リサイクルするための紙管の開発・普及活動
田中紙管� 経営企画室 室長 ○田中 誠司 氏

4 15 : 00～15 : 30
ハイブリッドボトルの開発
サントリービジネスエキスパート� 新包材技術開発推進部 ○横山 拓己 氏

PRO TEC HEAD ジェルシャンプー アテンションシール剥離性の改善
ライオン� 包装技術研究所（包装管理士） ○小磯 晶子 氏

最新型輸送環境記録計を用いた振動計測におけるデータ解析手法の検討
神栄テクノロジー� 開発技術部 神戸G ○川口 和晃 氏

自動車部品「フロントグリル」の包装改善事例
アイロップ� 包装技術研究室 名古屋 設計担当（包装管理士） ○正木 茂樹 氏

酸素検地剤一体型脱酸素剤(ALP)
パウダーテック� ワンダーキープ事業部 技術開発部長（包装専士） ○児玉 隆一 氏

5 15 : 35～16 : 05
酸素吸収機能を付与したポーションパックの開発
キユーピー� 研究所 商品開発センター ○水上 直子 氏
�ディスペンパックジャパン 生産本部 基盤開発部 北原 直 氏
キユーピー� 研究所 商品開発センター 室塚 聡子 氏
キユーピー� 研究所 商品開発センター 野田 治郎 氏

泡状ヘアカラーエアゾール容器の設計研究
花王� 包装容器開発研究所 ○大久保貴生 氏

衝撃による段ボール箱の強度劣化
大阪府立産業技術総合研究所 情報電子部 信頼性・生活科学系 主任研究員 ○�田 利夫 氏

クリーナー(airsis)の『ひの字』緩衝形態
レンゴー� 三田工場 営業部 包装技術グループ 課長（包装管理士） ○高橋 勲 氏
三洋電機コンシューマエレクトロニクス� 技術管理課 主任 岩井 隆幸 氏

持続性帯電防止緩衝材（ピーブロックエース）の応用開発
�JSP 高機能材事業部 開発部 部長 ○佐々木秀浩 氏
�JSP 高機能材事業部 機能材営業部 部長 倉持 博之 氏

6 16 : 10～16 : 40
６缶マルチパックのガセット破れ撲滅について
アサヒビール� 吹田工場 パッケージング部 技士（包装管理士） ○大澤 勝也 氏

容器包装の持続的削減に向けた生活者運動 減装ショッピングについて
特定非営利活動法人 ごみじゃぱん 事務局長 ○小島 理沙 氏
神戸大学大学院経済学研究科 教授 石川 雅紀 氏

CAEシミュレーション解析による緩衝機材の特性評価事例
東京国立博物館 学芸研究部 保存修復課 課長 ○神庭 信幸 氏
東京国立博物館 学芸研究部 保存修復課 環境保存室 主任研究員 和田 浩 氏
アルテアエンジニアリング� マルチボディダイナミクス テクニカルマネージャ 星野 裕昭 氏
エクサーチLLC 合同会社 代表 高木 雅広 氏

スパイラルパルック（丸型蛍光灯）７５．９３ワット形の包装設計
パナソニック� ライティング社 照明事業BU 商品開発グループ

ランプ開発チーム 主任技師（包装管理士） ○高橋 潤一 氏
パナソニック� ライティング社 グローバル調達センター 主事 小和泉晴男 氏
パナソニック� ライティング社 照明事業BU 商品開発グループ ランプ開発チーム 主任技師 片瀬 幸一 氏

プチプチ�循環リサイクルの輪
川上産業� 大阪営業所 ○白井 健太 氏
川上産業� 品質保証室 副長 前澤 麻美 氏
日本通運�
�岩井化成

１２
月
８
日
（
水
）

研究発表部会名 食品包装部会 Room B‐1（2F） 化粧品包装部会 Room B‐2（2F） 輸送包装部会 Room C‐1（1F） 輸送包装部会 Room C‐2（1F） 電気機器・輸送包装部会 Room D（1F）
コーディネーター

発表時間帯

野田 治郎 氏 キユーピー� 研究所 商品開発センター 技術士（包装管理士）

日� 和弘 氏 �J－オイルミルズ 資材部 兼 生産戦略部（包装管理士）

佐藤 照雄 氏 �資生堂 化粧品素材研究開発センター パッケージ開発研究G

�宮 剛志 氏 丸東産業� 営業本部 副本部長（包装管理士）

栗原 正美 氏 オリンパス� コーポレートセンター 物流推進部 物流エンジニアリンググループ 課長（包装管理士）

斎藤 昇 氏 日本包装管理士会 東北支部 副支部長（事務局長）（包装管理士）

荒井 智昭 氏 �リコー MFP事業本部 第二設計センター 第二設計室 設計三グループ・リーダー（包装管理士）

矢島 康夫 氏 �トーモク 開発営業部 部長代理（包装管理士）

金子 武弘 氏 ソニー� 生産本部 設計技術センター 統括課長（包装専士）

津村日出男 氏 三菱電機� ハードウエアエンジニアリング部 専任（包装専士）

1 9 : 30～10 : 00
サントリー天然水２Lペットボトル及びエコクリア包装の開発
サントリービジネスエキスパート� 新包材技術開発推進部 ○杉森 友彦 氏

リップスティック容器・包装の改善
ロート製薬� 製品企画管理部 容器包材開発グループ（包装管理士） ○大河原貴光 氏
�吉野工業所 神村 千秋 氏

マヨネーズ５００g×２０入り段ボールの包装改善
レンゴー� 清水工場 営業部 営業課 主任（包装管理士） ○上原 匡詞 氏

ヤマハ発動機�の製品梱包の概要と３R活動の紹介
ヤマハ発動機� 物流・安全貿易部 ロジスティックス技術グループ グループリーダー（包装管理士）○深村 英明 氏
ヤマハ発動機� 物流・安全貿易部 ロジスティックス技術グループ 遠藤 強 氏

業務用天井埋め込み型エアコンの包装改善
王子チヨダコンテナー� 営業本部 CS推進部（大阪）（包装管理士） ○門田 光史 氏
ダイキン工業� 物流本部 物流技術センター 辰野 晋 氏

2 10 : 05～10 : 35
レトルト処理後のバリア性改良EVOHの開発
日本合成化学工業� 加工技術開発センター ○吉田 友則 氏
日本合成化学工業� 加工技術開発センター 山田 耕司 氏

化粧品原料製品の包装材料最適化による包材使用量削減事例
味の素� 食品研究所 商品開発センター 包装設計グループ（包装管理士） ○本間 伸治 氏

輸送用簡易梱包方式
�トランザップジャパン 滋賀物流部 担当課長 ○川村 喜章 氏

中国における段ボール包装の提案事例
レンゴー� パッケージ開発センター 課長 ○池田 耕 氏
レンゴー� 上海包装技術センター 所長 田上 洋輔 氏

分割可能な緩衝材一体型化粧箱
サクラパックス� ニューパック事業部 ○大井 有紀 氏

3 10 : 40～11 : 10
１０面体段ボールのPETボトルへの導入
キッコーマン食品� 商品開発本部 ○江幡 保紀 氏
キッコーマン食品� 商品開発本部 桑垣 傳美 氏
レンゴー� パッケージ・デザイン部 石谷 真 氏

粉状チークカラー用コンパクト容器の開発
�コーセー 商品デザイン部 設計課 ○橋本 幸弘 氏
�コーセー 商品デザイン部 荒井 啓 氏

補修用精密大型部品のCO２排出削減持続性型リユース・コンテナ
日立電子サービス� 技術開発本部 マルチベンダ・アライアンス部 第１G（包装専士） ○高橋 二朗 氏

異なるサイズの製品を兼用できる折りたたみ仕切の開発
サクラパックス� ニューパック事業部 ○奥村 愛美 氏

社会環境性に配慮した荷造りバンドの開発
�デンソーロジテム 包装管理部 改善推進室（包装管理士） ○小川 剛 氏

4 11 : 15～11 : 45
エコ・リムーブ・スパウト
日本クラウンコルク� 開発本部 研究開発部 事業開発室 係長（包装管理士）○村元 勝広 氏

泡状洗顔マッサージ剤容器の設計研究
花王� 包装容器開発研究所 主任研究員 ○岡部 健一 氏

集合包装の大ロット化による効率改善提案事例
川上産業� 本社営業所（包装管理士） ○宮� 光代 氏

アップライトピアノ輸出包装
中津川包装工業� 開発部 掛川営業所（包装管理士） ○暮石 達哉 氏

傷防止効果をねらったパルプモウルド緩衝材の開発
愛知県産業技術研究所 工業技術部 応用技術室 技師 ○徳田 宙瑛 氏
愛知県産業技術研究所 工業技術部 技師 飯田 恭平 氏
愛知県産業技術研究所 工業技術部 主任研究員 中川 幸臣 氏

11 : 45～13 : 00 昼 食 休 憩 【昼食会場：さくら（１F）】 ※事前予約の方のみ

研究発表部会名 食品包装部会 Room B‐1（2F） 医薬品包装部会 Room B‐2（2F） 輸送包装部会 Room C‐1（1F） 輸送包装部会 Room C‐2（1F） 食品／生活者包装部会 Room D（1F）
コーディネーター

発表時間帯

今田 克己 氏 ネスレ日本� 包装技術企画部長（包装専士）

遠藤 明子 氏 三笠産業� 環境・品質保証部 環境・CSR担当部長（包装管理士）

平本 慎次 氏 塩野義製薬� CMC技術研究所 製剤研究センター 主幹研究員（包装専士）

辻本 隆亮 氏 大日本印刷� 包装事業部 開発本部 関西開発部 関西製品開発チーム（包装管理士）

西川 克巳 氏 ダイキン工業� 物流本部 物流技術センター 包装技術担当課長（包装専士）

熊谷 知久 氏 レンゴー� パッケージ・デザイン部 大阪包装技術センター 課長（包装専士）

田中 省三 氏 パナソニック� 技術品質本部 参事（包装管理士）

内田 宏明 氏 �ハーマンプロ 開発部 制御＆開発管理室 参与（包装専士）

吉永 雅信 氏 凸版印刷� 生活環境事業本部 技術開発本部 商品開発部 部長（包装管理士）

小柳 健治 氏 クリロン化成� 技術開発課 課長代理（包装専士）

1 13 : 00～13 : 30
簡単中栓「ヒネルキャップ」の開発コンセプト
東罐興業� 樹脂容器生産本部 技術部 専任課長 ○磯貝 孝光 氏
東罐興業� 樹脂容器生産本部 技術部 染谷 昌幸 氏
キユーピー� 研究所 商品開発センター 小林 康子 氏
キユーピー� 研究所 商品開発センター 大串 万葉 氏

カートン捺印部カード化対応
キッセイ薬品工業� 生産企画部 生産企画課 ○藤旗 明彦 氏

落下試験機で導出可能な製品DBC導出法の提案
大阪府立産業技術総合研究所 情報電子部 信頼性・生活科学系 主任研究員 ○中嶋 隆勝 氏

ボトルラベル印刷擦れに対する各種振動試験の比較について
アイデックス� 営業技術部 係長 ○上原 雅史 氏
神戸大学大学院 輸送包装研究室 教授 斎藤 勝彦 氏

超コンパクト洗濯用液体洗剤ボトルの人間工学的設計
ライオン� 包装技術研究所 研究員 ○段ノ上智子 氏
ライオン� 包装技術研究所 主任研究員 中川 敦仁 氏

2 13 : 35～14 : 05
ワイドオープンカット(WOC)のコストダウン事例
ニットーパック� 営業１部 ２課（包装管理士） ○米田 拓磨 氏

貼り薬のフィルム包材への密着防止を目的とした包材改善事例
丸東産業� 技術部 品質管理グループ（包装管理士） ○田中 努 氏

野菜果実の品質における振動衝撃の影響（第五報）
新たな衝撃試験方法と集合緩衝包装について

全国農業協同組合連合会 生産資材部 資材課（包装管理士） ○打田 宏 氏

半導体用精密設備の輸送包装改善
三菱電機� ロジスティクス部 企画グループ 専任（包装管理士） ○坂� 裕治 氏
三菱電機� 住環境開発センター 専任 山崎 正博 氏
三菱電機� 中津川製作所 太陽光発電システム第一部 専任 福田 清和 氏
三菱電機ロジスティクス� 通信機事業所 営業課 課長 門田 浩司 氏

人間中心設計に基づく簡易集合包装の開発と評価
サッポロビール� 新価値開発部 パッケージング技術開発センター（包装専士）○佐藤 隆夫 氏

3 14 : 10～14 : 40
「冷しゃぶドレッシング」ボトルの軽量化
ハウス食品� 容器包装開発部 研究員（包装管理士） ○門田 恭明 氏

RFID高速リードライトラベル貼り機の開発
�岩田レーベル 開発部 開発課（包装管理士） ○中島 耕司 氏
�三宅 技術開発部 課長 水川 貴章 氏

自動車部品「エアバッグ」の包装改善事例
アイロップ� 大阪支社営業部 サブリーダー（包装管理士） ○横山 慎悟 氏

大型設備の緩衝施工のための緩衝材選定方法
山九� 技術・開発部 ○根本 鉄郎 氏
神戸大学大学院 輸送包装研究室 教授 斎藤 勝彦 氏
山九� 技術・開発部 江口 正修 氏
山九� 神戸支店 屏 等 氏

明治ステップらくらくキューブの包装開発
明治乳業� 技術開発研究所 パッケージングソリューションセンター（包装管理士）○上�原 充 氏

4 14 : 45～15 : 15
噛み屑収納機能付きパッケージ「マナーアップガムカートン」の開発
シグマ紙業� 企画デザイン部 係長（包装管理士） ○豊田 啓介 氏

EOG滅菌用包材部分剥離改善
凸版印刷� 東日本事業部 盛岡営業所 主任（包装管理士） ○浜田 保志 氏

ドリンク剤用カートンの包装改善
�トーモク 開発営業部（包装管理士） ○今村 真人 氏

倉庫保管中の未使用段ボール箱の強度劣化
レンゴー� パッケージ開発センター 課長（包装専士） ○東山 哲 氏
レンゴー� パッケージ開発センター 担当課長 山原 栄司 氏
レンゴー� パッケージ開発センター 部長 古田 拓 氏

汎用アプリケーターのデザインプロセス
�コーセー 商品デザイン部 デザイン課 ○石井 敢歩 氏
�コーセー メイク製品研究室 妹尾 正巳 氏
�コーセー 商品デザイン室 設計課 末武 照彦 氏

5 15 : 20～15 : 50
「オフィスのデスクで飲むカフェスタイルスープ」というコンセプトのスープ容器の開発・評価
アサヒビール� 容器包装研究所 物性解析部 副課長（包装管理士） ○伊東 泰洋 氏
アサヒフードアンドヘルスケア� 食品事業本部 食品開発部 シニアチーフ 前田ありさ 氏

医薬品包装ライン安定生産に向けた設備改造
味の素製薬� 生産技術部 エンジニアリンググループ 主任（包装管理士） ○田中 正治 氏

パルプモウルド脚部を使用した組立式パレット
�名古屋モウルド 企画開発 課長 ○野倉 淳嗣 氏

個人用透析装置の梱包改善 ～梱包材ライフサイクルにおけるトータル改善事例～
ダイナパック� 静岡事業所 営業部（包装管理士） ○西尾 和展 氏
ダイナパック� 静岡事業所 営業部 主任 大塚 裕孝 氏

計量性・詰替え性に優れる液体洗剤用ユニバーサルデザインキャップの開発
ライオン� 研究開発本部 包装技術研究所 主任研究員（包装管理士） ○山本 昌彦 氏
ライオン� 包装技術研究所 主任研究員 加藤 啓育 氏

6 15 : 55～16 : 25
野菜飲料用９００ml耐熱PETボトルの容器強度の向上
カゴメ� 商品開発研究部 容器包材研究グループ（包装管理士） ○大武 一全 氏

２室型用時調製包装の材料、形態、包装機械システム検討
�カナエ 包装技術開発研究所 開発グループ 主任（包装管理士） ○田口 大安 氏

６００gPETボトル形状変更に伴う環境負荷低減と商品訴求力の改善
日清オイリオグループ� ロジスティクス部 資材グループ開発チーム（包装管理士） ○石田むつみ 氏
日清オイリオグループ� 資材グループリーダー 池田 英朗 氏
日清オイリオグループ� 資材グループ開発チームリーダー 檜山 憲司 氏
日清オイリオグループ� 資材グループ開発チーム 井手 桂介 氏

と き：平成22年12月7日（火）・8日（水）
場 所：国立京都国際会館

主 催：社団法人 日本包装技術協会 関西支部・関東支部・中部支部・西日本支部・東北支部・北海道支部・本部
後 援：経済産業省・農林水産省・国土交通省・防衛省・特許庁・消費者庁・日本商工会議所・公益財団法人 日本生産性本部他関連団体第４８回全日本包装技術研究大会
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